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先生：今日は、円の性質について勉強します。
生徒：は～い。
先生：まず、定義から説明します。「円とは、平面上の任意の点０からの距離が等しい点の集合でできる曲線」です。まあ、これはわかると思います。この点０を円の中心といい、中心点０と円周上のある一点を結んだ距離を半径と言います。また、円周上のある2点A、Bを結んだ線分を弦といい、特に、中心点０を通る弦を直径と言います。わかりましたか？
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生徒：は～い、先生。それじゃ、直径は、半径の2倍の長さになるんですね？
先生：そうです。…他に何かありますか？

生徒：…大丈夫です。
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先生：じゃあ、さくさくいきます。次は、角について説明します。中心点０と円周上のある２点A、Bを結んだ時にできる角を中心角と言います。また、円周上のもう１点Cをとって、結んだ時にできる角を円周角といいます。
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　　　そして、中心角は、円周角の大きさの2倍の大きさがあります。
　　　わかりましたか？

生徒：はい。大丈夫です。

先生：他に教えてほしいことはありますか？俺は、円周角の定理さえ理解できれば他の定理は、いくらでも導けるんだけどね。教え過ぎると、キミたち生徒の考える時間を潰すから、あんま教えたくないんだよね～。しかも、同じ分野を教えてるはずなのに先生の教え方ひとつで、生徒の理解度は、かなり違うからね。基礎の基礎だけ教えて、あと生徒に考えさせるってのがいいんだけどね。なんでこの話になったんだっけ？まあ、いっか。

　　　……はあ、時間もあるしなんかやろうか。やりたくないけど。
生徒：先生、テキトー過ぎじゃないですか？

先生：いいの、別に。じゃあ、いきま～す。

　　　この図を見てくださ～い。これは、円に四角形が内接している図です。これについ

　　　て説明しま～す。内容は、大したことないんだけどね。
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　　　「円に内接する四角形の対角同士を足すと、常に
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」になります。つまり、どことどこを足すとそうなりますか？
生徒：え～と、
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先生：それだけですか？

生徒：あっ、
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もです。

先生：そうです。

　　　ちなみに、証明は、自分でやってください。そこは、教えません。
生徒：は～い。

先生：では、次にいきま～す。次も今と同じような感じですけど。図を見てください。

生徒：確かに。あんま変わってないですね。
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先生：辺
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がちょっと伸びた程度のもんだね。
　　　「円に内接する四角形の定理」って言うんだけど、「ある角の対角の外角と角度が同じ」ってわけです。つまり？
生徒：あ～、え～、…………。
　　　あっ、
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　　　です。
先生：そうですね。
　　　あと、ひとつ説明します。
　　　じゃあ、次の図を見てください。

生徒：は～い。
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先生：
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　　　これは、「接弦定理」といいます。これは、円に内接する四角形の定理と内容はほぼ同じです。どことどこの角度が同じだと思いますか？
生徒：え～、いきなり言われても分かりませんよ。
先生：なんとなく分からない？

生徒：え～と、「円に内接する四角形の定理」が、「ある角の対角の外角と角度が同じ」っていうことなので、………。
先生：分かりましたか？
生徒：……たぶん、
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だと思います。

先生：そうです。ここまでで何か質問はありますか？

生徒：先生、この定理の証明は、…。

先生：もちろん、自分でしてください。ちょっと抽象的で難しい部分があると思いますが、やってみてください。どうしてもできなかったら質問しに来てください。

生徒：先生。
先生：なんですか？
生徒：問題演習とかはしないんですか？

先生：それは、自分で探してやってください。教科書に載っている問題でも参考書に載っているのでも、何でもいいです。

　　　問題は、人に教えられて解けても何の意味もありません。１人きりでいるときに解けて初めて意味があります。それに、いまから他人に与えられた問題や宿題だけを解くといったことをしていては、大学に進学したときや社会に出たときに苦労します。大学や社会の中では、問題は自分で見つけ出し、自分で解決しなければなりません。だから、今のうちから自分に足りない部分を探し出して、補うということを訓練しておいても損はないと思います。
　　　そもそも、数学は、数をこなさないと意味がありませんからね。そういう部分も含めて自分でやってみてください。
　　　いいですか？

生徒：分かりました。

先生：では、授業を終わります。
円　　の　　性　　質
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